
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「“美しさ”を表現する言葉」 

 

ケヤキの木は，１本の幹がある期間が経つと，太い幹と細い幹の２本に分かれ

ます。そして，またある期間が経つと太い幹は太い幹と細い幹に分かれ，もと

もとあった細い幹は太い幹に成長し，合計３本の幹に分かれます。さらにある

期間が経つと，太い幹は太い幹と細い幹の２本に分かれ，細い幹は太く成長し，

合計５本の幹に…という具合に成長すると言われています。 

 これを繰り返すと幹の本数は 

１, ２, ３, ５, ８, １３, ２１, ３４, ５５ … 

と増えていくことになります。 

 

この数字の列は，高校数学でもお馴染の「フィボナッチ数列」と呼ばれる非

常に有名な数列です。そして，このときに並んだ数字は「フィボナッチ数」と

呼ばれます。ケヤキの木以外にも，ユリやサクラ，コスモスといった植物のハ

ナビラの枚数などにもフィボナッチ数が現れることが良く知られています。 

 このように，数学を使って自然の中の法則を表現出来たとき，数学者はその

理論や公式を「美しい」と感じることがあります。（文：大関） 
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